
～ 現在 氏名 田中　文憲

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

所属学会

研究課題

①スイスでなぜプライベート・バンキングが発展したのか、その要因について研究している。
②欧州統合に重要な役割を果たした人物をとり上げ、その発想と行動を分析することで欧州統合
の歩みを研究している。

学生への語学教育の一環として、また、学生の国際理解を深めるため、有志学生に対し、英語と
仏語を教授。

国際交流委員長

専門分野

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

2000年4月奈良大学在職期間

最終学歴

日本金融学会、日本ＥＵ学会

プライベート・バンキングの研究および欧州統合の研究

仏国・欧州経営大学院（ＩＮＳＥＡＤ）修了、ＭＢＡ

経営学修士

国際金融論、ヨーロッパ現代史



① アメリカ・ヨー
ロッパ経済の常識

単

②

③

④

⑤

⑥

① スイスにおけるプ
ライベート・バン
キングの発展

単

② ヨーロッパ統合の
立役者たち（1）
－リヒャルト・
クーデンホーフ＝
カレルギー－

単

③ ヨーロッパ統合の
立役者たち（2）
－ジャン・モネ－

単

④

⑤

⑥

⑦

⑧

奈良大学紀要第31号

奈良大学紀要第32号

奈良大学紀要第33号

2003年3月

2004年3月

2005年3月

ムイスリ出版2003年3月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

アメリカおよびヨーロッパ
経済について概説したも
の。

スイスでプライベート・バ
ンキングが発展した要因を
分析したもの。

パン・ヨーロッパ運動を展
開し、ヨーロッパ統合の先
駆となった人物について分
析。

ヨーロッパ統合の父と言わ
れるジャン・モネの発想と
行動について分析。


